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(2)　平成22年2月26日

平成21年度第１回大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修
― テーマ：「図書館資料の分類を考える」　会場：新島学園短期大学 ―

　夏季休業期間中の８月25日（火）の午後、本
協議会と群馬県図書館協会との共催により標記研
究会・研修が、教育者として名高い新島襄ゆかり
の新島学園短期大学で開催され、公共図書館の11
名、高等学校図書館の４名を含み合わせて37名
の参加があった。
　研究会は、テーマを「図書館資料の分類を考え
る」とし、講師には現在、文教大学越谷図書館に
勤務され、日本図書館協会分類委員会に大学図書
館を代表して参画、NDC第10版改訂版の編集作業
に携わっておられる藤倉恵一氏を迎え実施された。

　氏は、「図書館における分類の現状」と題した講
演で、インターネットに代表されるICTの進展、
及び社会構造の変動に伴う職員体制の変化の中、
図書館業務全般の見直しが迫られている現状にお
ける「分類」を、現場図書館員の視点、分類研究
者の視点、分類提供者の視点から、「分類」の辿っ
てきた歴史、基本的機能の変遷、及び今後の方向
性について分かりやすく語られた。
　以下に、本協議会の編集委員会の依頼に応じて
いただき「会報」本号への掲載用に改めて編集、
送付された氏のレジュメを載せる。
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図書館における分類の現状
文教大学越谷図書館　藤 倉 恵 一　

　本稿は、2009年８月25日に開催された平成21
年度第１回大学図書館研究会・群馬県図書館協会
専門研修における講演の資料をもとに、一部補足
を含めてまとめたものである。
　なお、筆者は日本図書館協会分類委員会委員で

あり、私立大学図書館協会東地区部会研究部分類
研究分科会代表であるが、本講演においては私見
を交えての発言を含むことをあらかじめご承知お
きいただきたい。

はじめに

１．図書館の現場における分類の現状 ※

※　 この調査結果は大曲俊雄委員により集計され、第95回全国図書館大会第9分科会において発表された。より詳細
な集計結果は『図書館雑誌』および『現代の図書館』誌上で報告される予定である。当日の講演においては集計
中の資料・数値を使ったため、これら公式の発表とは一部異なる場合がある。
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２．分類用語の基礎知識
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３．日本十進分類法の概要──十進分類法の成立と現在
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４．日本図書館協会分類委員会の活動──NDC改訂に向けた動き
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５．私大図協・分類研究分科会の活動──NDCを批評・検討する

６．NDCの現在と将来
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おわりに──いまわたしたちにできること

参考・引用文献（順不同）

・　もり・きよし原編. 日本図書館協会分類委員会改訂編集. 日本十進分類法. 新訂9版. 日本図書館協会, 1995.8
（ISBN4820495100）

・　金中利和. 日本十進分類法新訂第10版の作成について : JLA分類委員会の改訂方針. 図書館雑誌. 98(4), 2004, 
p.218-219

・　田窪直規[ほか]共著. 資料組織概説. 三訂. 樹村房, 2007.3（ISBN9784883671359）
・　森清編纂. 日本十進分類法 : 和漢洋書共用分類表及索引. 第8版. 寳塚文藝圖書館, 1949.3
・　Mitchell, Joan S [et al]. Dewey decimal classifi cation and relative index. 22nd ed. Dublin, OCLC Online Computer 

Library Center, 2003, 4v. (ISBN 0910608709(set))
・　ミルズ, ジャック[ほか]著. 田窪直規[ほか]訳. 資料分類法の基礎理論. 日外アソシエーツ, 1997.1（ISBN4816914056）
・　Broughton, Vanda. Essential classifi cation. Facet, 2004（ISBN1856045145）
・　藤倉恵一. DDC（Dewey Decimal Classifi cation）の実効性を比較検証する--日本の教育事情に対する付与実験を
もとに. 私立大学図書館協会会報. 126, 2006, p.84-89.

 加盟館分類法（表）使用状況調査 

分類法（表） 館数 分類法（表） 館数

NDC新訂第９版 24 NLMC米国国立医学図書館分類法　第５版＊1 1
NDC新訂第８版 5 日本看護協会看護学図書分類表　第２版＊2 3

＊1　群大　　＊2　健科大、上武大、高健大

（平成22年２月実施）



(10)　平成22年2月26日

退職にあたって
 高崎経済大学附属図書館　井ノ口雄久

退職に想う

　私の通った小中学校は、境界の無いほとんど同
じ場所といっていいような状況で隣接していた。
その敷地内で校門をくぐるとすぐ右手に市立図書
館があった。（今では、別の場所に移転している
が。）小学校のときから存在は知っていたが、自
分とは縁の無いところというように近寄り難い雰
囲気ではあった。（もしかすると当時は、小学生
は利用できなかったかもしれない。）
　私の図書館との関わりは、中学校からであった
ように思える。印象に残っているのは、山岡荘八
著「徳川家康」全26巻？であった。読書という
のは、それほど積極的ではなかったと思われたが、
正直大変面白かったという記憶がある。どういう
わけかその頃から「図書館」というものに興味を
もちはじめたのかもしれない。
　大学は、４年制大学を選んだが、図書館短大に
進もうか悩んだ時期もあった。（そちらに進学し
ていたら、私の生活も大きく違っていたかもしれ
ない。）大学に進んでからも、近くの市立図書館
や大学図書館によく行ったものである。読書する
ためというより、図書館の雰囲気が好きだったの
だと思う。
　大学をやっとのことで卒業して、一般企業に
入ったが、ひょんな事で1979年４月から高崎市
役所に世話になることになった。これからが、私
の図書館職員人生の始まりである。
　市役所で最初に配属されたところが、高崎経済
大学附属図書館であった。当時は、目録カードを
作成し、利用者がそれを頼りに検索するという今
から考えると大変まどろっこしい状況であった。
最初の大学図書館時代は、図書館活動を行うとい
うより、大学の職員仲間と一緒に遊ぶことに一生
懸命であった。
　その後、３年間市庁部局を経験し、1985年４
月に高崎市立図書館に異動になった。市立図書館
も前年の７月に教育委員会と同居していた建物か
ら現在の場所に移転していた。コンピュータも導
入した新しい図書館であった。当時はコンピュー
タといっても、まだカタカナしか入力に使えな

かったが、貸出返却作業は早く、コンピュータの
能力を如何なく発揮した。移転前と比べて４倍と
なった貸出冊数を処理するには不可欠なもので
あった。
　まさに従来の図書館のイメージとは一新された
新図書館であった。そこで、移動図書館活動を中
心にした活動が始まった。その後、11年間市立図
書館で勤務したわけであるが、その間に三つの経
験から大きく図書館に対する考え方が変わった。
　その一、図書館の隣に公民館があり、公民館活
動と連携する中で、図書館とは何かを考えさせら
れた。公民館活動とつながる事によって、図書館
には利用者がいるということに気づかされた。そ
の後の図書館活動の出発点になっている。
　その二、司書資格取得である。1990年に図書
館情報大学の司書講習で、図書館の基礎を学べた
ことである。夏の１ヵ月半を寮生活で同じ志の人
たちと図書館のことなどを話し合えた事は貴重な
経験となっている。
　その三、図書館問題研究会への参加である。こ
こで、公共図書館はどうあるべきかを考えさせら
れた。特に、衝撃を受けたのは、「中小都市におけ
る図書館経営」というレポートと「市民の図書館」
という本の存在であった。ここには、公共図書館
のあるべき姿と今後の指針が示されていた。活動
こそ様々な展開を示してきたが、図書館の理念は
ここにあると私はいまでもそう思っている。
　この三つの経験が、現在の私の大きな財産と
なっている。（そうはいっても迷ったり、悩んだ
りしていただけのような気がするが。）
　その後、高崎経済大学附属高校図書館を２年経
験して、1997年再度市立図書館にもどった。当
時の附属高校は、女子高と附属高校の生徒が同居
していて、学校としては難しい時期でもあったが、
図書館に集まる生徒は明るく自分達で講演会や座
談会を企画したりして、一緒に楽しく活動ができ
た。市立図書館では、残念ながら管理職として思っ
たような活動はできなかった。大きな出来事とし
ては新館建設に向け様々な検討がなされ、これか
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「しかけ絵本展」の開催

トピックストピックス 育英短期大学図書館

退職に寄せて
 高崎健康福祉大学薬学部図書・資料室　本 間 瑞 甫

　県大図協の活動の一環として年２回発行してい
る「会報」の編集に微力ながら携われたこと、そ
れにより参考にしたい他館の取り組みなどを知る
機会を頂いたことに感謝申し上げます。過去の内
容も、とても有用なものです。時折読み返し参考
にしています。
　大学図書館研究会では、平成18年度第１回「電
子ジャーナル入門」（会場：高崎健康福祉大学）、
平成19年第２回「インターネット最前線と図書
館サービス」（会場：群馬大学）に参加すること
ができました。どちらも、日々めざましく進む「情
報」を扱った内容です。情報をインターネットで
入手することが日常となり、一般の方でも思わぬ
ところで電子化した書籍と出合っているのではな
いでしょうか。もちろん電子ブックの貸出、電子
ジャーナルやオープンアクセス、機関リポジトリ
などを日頃から利用している方も多いことでしょ
う。反面、研究会などで学んだ知識を更新し、か

　当館では2009年10月31日（土）～11月１日（日）、
本学桔梗祭にて「しかけ絵本展」を開催し、当館
所蔵のしかけ絵本の内85点を展示しました。
　合同企画として館内で行われた、保育学科ゼミ
による「おはなしのくに」と合わせて、２日間で
約260名の一般来場者があり、ページをめくるた

らという時、2007年４月、現在の高崎経済大学
大学附属図書館に異動となった。
　最後の３年間の大学図書館は、大学が抱える
様々な問題はあったが、図書館活動としては、力
不足ながら上司、仲間の助けをかりてどうにか過
ごしてきた。
　役所生活のほとんどを図書館に身を置かせても
らったことは、大変幸運だったと思っている。一
体何をしてきたのかという思いも強いが、これか

つ利用者に情報提供できるスキルを積むことの難
しさを実感します。
　新人として平成17年から５年間勤務させて頂
き、その間に電子ジャーナルの導入、データベー
スの追加、新規HPへの変更など情報ソースが増
えたことのほか、いくつもの出来事がありました。
それとともに課題も多くなってきています。個人
的には、Googleの書籍電子化は図書館サービス
において有用と感じていました。ところが、国に
よっては問題とされているようでニュースでも頻
繁に取り上げられ、どのようにサービスすべきか
模索しておりました。今後の動向が気になるとこ
ろではあります。
　最後になりましたが、加盟館の皆様、毎回素敵
な「会報」をまとめてくださった編集委員の皆様
（あまり協力することが出来ず申し訳ございませ
んでしたが）たいへんお世話になりました。

びに驚きにあふれるしかけ絵本の世界を楽しんで
下さっていました。
　尚、「しかけ絵本展」は当館の恒例企画展であり、
この後2010年１月29日（金）まで学内向けに開催、
途中作品を入替え、約130点の作品を展示紹介し
ました。

らどう生きるかということを今までの職場で学ば
せていただいたことは個人的に大きな収穫だと
思っている。
　これから、新しい生活に入るわけだが、おそら
く一生図書館に関わっていくことだけは、確かで
ある。いまさらながら、その感がますます強くなっ
ている。
　最後に、多くの図書館関係者の方たちにお世話
になったことを感謝申し上げる。
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大会報告

　今年度もこれが最後の「会報」となりました。日々の業務の参考になるような記事内容を、とあれやこれやと
編集委員会でも鳩首凝議。次号に向けてご協力をお願いいたします。

編　集　後　記

第７回群馬県図書館大会
～ 開かれた図書館　知る喜びを広げる ～

　去る11月26日、群馬県立図書館、群馬県図書館協会、群馬県読書推進運動協議会主催のもと標記大
会が開催され、延べ参加者数は448人（大会行事・記念講演 280人、 分科会 168人）に達し前回の362
人を大幅に上回り盛況を呈した。
　★午前の部　式典　記念講演；諸田玲子氏「小説書くこと　読むこと」
　★午後の部　第１分科会「図書館の魅力を伝えるために」
　　　　　　　第２分科会「本ヂカラを育てよう」
　　　　　　　第３分科会「公立図書館と学校図書館との連携・協力」

大会記念行事

第１分科会

記念講演・諸田玲子氏

第２分科会

記念講演全景

第３分科会


